
6

問
　
エ
ル
ミ
鴻
巣
の
1
億
8
0
0

0
万
円
の
国
と
市
の
無
利
子
貸
付

金
を
返
済
す
る
経
営
見
通
し
は
。

答
　
5
年
間
は
据
え
置
き
、
そ
の

後
15
年
間
、
毎
年
1
2
0
0
万
円

返
済
し
ま
す
。
三
菱
商
事
都
市
開

発
�
か
ら
は
毎
年
状
況
報
告
と
収

支
計
画
書
が
出
さ
れ
、
25
年
間
の

資
金
計
画
が
作
ら
れ
る
が
、
守
秘

義
務
に
よ
り
公
表
し
ま
せ
ん
。

問
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃

止
す
べ
き
で
あ
る
。
市
民
の
声
や

保
険
料
、
診
療
料
導
入
病
院
、
人

間
ド
ッ
ク
な
ど
の
施
策
を
問
う
。

答
　
保
険
証
の
文
字
が
小
さ
い
等
、

声
は
広
域
連
合
に
要
望
し
ま
し
た
。

診
療
料
導
入
病
院
は
1
院
の
み
で
、

人
間
ド
ッ
ク
は
施
策
化
し
ま
せ
ん
。

問
　
「
病
児
保
育
の
実
施
」
を
。

答
　
施
設
の
整
備
等
で
開
設
は
難

し
く
、
病
後
児
保
育
は
、
平
成
21

年
に
検
討
し
て
行
き
ま
す
。

菅　野　博　子

問
　
駅
東
口
駐
車
場
の
運
営
状
況

を
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
　
1
日
平
均
1
8
0
0
台
、
3

月
末
ま
で
の
累
計
は
29
万
台
、
平

日
定
期
は
30
件
、
19
年
度
の
収
入

は
、
3
7
5
9
万
円
で
す
。
開
業

当
初
は
利
用
者
か
ら
苦
情
等
が
あ

り
ま
し
た
が
、
案
内
板
表
示
や
、

安
全
対
策
を
強
化
し
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ら
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

問
　
改
善
案
を
検
討
し
て
い
く
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
の
で
す
か
。

答
　
1
日
単
位
の
上
限
料
金
を
設

定
す
る
よ
う
な
長
時
間
利
用
や
、

平
日
定
期
利
用
者
の
土
曜
日
の
利

用
な
ど
、
全
体
の
収
容
能
力
を
勘

案
し
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
他
に
新
幹
線
側
道
と
、
茜

通
り
の
交
差
点
に
信
号
機
を
設
置

す
る
よ
う
に
質
問
し
ま
し
た
。

坂　本　　　晃

問
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
と
助
成

金
の
計
算
は
。

答
　
本
市
の
ゴ
ミ
の
収
集
総
量
は

3
万
8
6
5
9
ト
ン
で
、
う
ち
資

源
物
と
し
て
収
集
さ
れ
た
新
聞
・

雑
誌
・
雑
古
紙
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・

ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
お
よ

び
容
器
包
装
類
の
総
収
集
量
は
9

4
6
7
ト
ン
で
あ
り
、
資
源
化
率

は
24
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

集
団
回
収
事
業
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
市
に
登
録
さ
れ
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

子
ど
も
会
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど

の
方
々
が
自
主
的
に
資
源
回
収
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
対

し
報
奨
金
を
お
支
払
い
い
た
し
ま

す
。
実
施
団
体
へ
は
回
収
重
量
キ

ロ
当
た
り
3
円
で
、
回
収
業
者
へ

は
雑
誌
・
布
・
空
き
瓶
・
ス
チ
ー

ル
缶
に
つ
い
て
の
み
キ
ロ
当
た
り

2
円
で
す
。

野　本　恵　司

集団回収事業

ぼくにもやらせて！上手でしょ！

市
民
の
皆
様
の

市
民
の
皆
様
の 

　
　
　
　 

声
を
市
政
に

声
を
市
政
に 
市
民
の
皆
様
の

市
民
の
皆
様
の 

　
　
　
　 

声
を
市
政
に

声
を
市
政
に 
市
民
の
皆
様
の 

　
　 

声
を
市
政
に 

18

エルミ鴻巣の経営は
後期高齢者医療の実態は

鴻巣市のリサイクルの状況は 駅東口駐車場の運営と改善は
茜通りに信号を

答 問

答答 問問

問答 問 答

問答

鴻巣駅東口駐車場
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問
　
道
路
交
通
法
改
正
に
よ
る
自

転
車
の
利
用
ル
ー
ル
の
徹
底
は
。

答
　
本
年
6
月
よ
り
自
転
車
の
歩

道
通
行
、
児
童
や
幼
児
へ
の
乗
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
な
ど
、
自

転
車
利
用
に
対
す
る
ル
ー
ル
が
よ

り
厳
格
化
さ
れ
ま
し
た
。
交
通
事

故
防
止
の
た
め
、
学
校
関
係
や
高

齢
者
に
交
通
安
全
教
育
や
啓
発
の

推
進
を
市
内
全
域
で
図
り
ま
す
。

問
　
入
札
制
度
改
革
で
電
子
入
札

制
度
の
取
組
み
、
市
発
注
事
業
と

市
内
業
者
の
育
成
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
電
子
入
札
は
平
成
20
年
度
か

ら
全
て
の
工
事
案
件
で
実
施
し
ま

す
。
一
般
・
指
名
競
争
入
札
に
お

い
て
は
、
応
札
基
準
を
設
け
て
、

市
内
業
者
を
優
先
し
た
枠
の
設
定

な
ど
業
者
育
成
に
努
め
ま
す
。

他
に
、
埼
玉
新
都
市
交
通
（
ニ

ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
）
を
将
来
本
市
ま

で
延
伸
す
る
質
問
を
し
ま
し
た
。

金　澤　孝太郎

自転車の安全利用は
入札制度改革の取組みは

7

問
　
子
ど
も
の
通
学
路
の
安
全
は
、

家
庭
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

目
と
心
で
守
る
も
の
で
す
。

最
近
、
登
下
校
時
の
悲
し
い
事

故
が
た
く
さ
ん
発
生
し
て
い
ま
す
。

通
学
路
の
交
通
事
情
の
悪
化
や

社
会
不
安
か
ら
危
険
が
増
加
し
て

い
る
が
、
対
応
は
。

答
　
通
学
路
に
は
、
通
学
距
離
や

自
動
車
交
通
量
・
防
犯
等
の
状
況

を
考
慮
し
、
学
校
・
地
域
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
等
の
意
見
を
も
と
に
児
童
生
徒

の
安
全
性
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

通
学
路
の
変
更
・
改
善
を
行
い
ま

す
。

問
　
学
校
の
施
設
に
は
、
児
童
生

徒
の
良
好
な
教
育
環
境
が
必
要
で

す
。
災
害
時
に
は
地
域
住
民
の
避

難
場
所
と
し
て
重
要
拠
点
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
耐
震
化
は
。

答
　
鴻
巣
市
に
耐
震
性
で
危
険
と

さ
れ
る
校
舎
は
4
棟
あ
り
、
早
期

の
耐
震
化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

通学路の安全は
校舎建物の耐震は

長　嶋　貞　造

問
　
事
業
の
休
止
状
態
が
5
年
目

に
な
る
が
、
大
事
な
事
業
と
思
わ

れ
る
の
で
、
予
算
・
規
模
を
縮
小

し
て
も
再
開
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
　
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、「
道

路
の
維
持
管
理
の
円
滑
化
が
図
ら

れ
、
境
界
証
明
、
建
築
確
認
な
ど

が
迅
速
と
な
り
、
現
地
立
ち
会
い

を
省
略
で
き
る
」
な
ど
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
合
併

に
よ
り
管
理
区
域
が
拡
大
し
、
道

路
幅
員
な
ど
の
照
会
や
、
境
界
確

認
申
請
件
数
も
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
早
い
時
期
で
の

道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
の

再
開
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の

自
治
体
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
は

非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
大

型
事
業
の
進
捗
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
決
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

岡　崎　清　敏

問
　
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

答
　
仕
事
を
持
つ
と
い
う
事
は
、

社
会
的
・
経
済
的
に
自
立
す
る
た

め
の
重
要
な
条
件
で
す
。
障
が
い

者
の
適
性
に
合
わ
せ
た
働
く
場
の

確
保
、
一
般
就
労
へ
の
移
行
支
援
、

就
労
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
体
制

の
整
備
な
ど
、
障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
は
大
変
に
重
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
既
に
設
置
さ
れ
て

い
る
他
市
の
状
況
等
を
参
考
に
し
、

国
や
県
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
十

分
な
調
査
研
究
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

∧
そ
の
他
の
質
問
∨

○
乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
対
象
外

兄
弟
の
一
時
保
育
に
つ
い
て

○
子
宮
頸
が
ん
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
導
入

○
高
齢
者
の
聴
覚
検
診
に
よ
る
認

知
症
予
防
に
つ
い
て

○
鴻
巣
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
推
進

障害者就労支援センターの
早期設置を

潮　田　幸　子

知っていますか？正しいルールを知
り、安全に自転車を利用しましょう。

一人ひとりの
適性にあった職場を！

再開が待たれる
道路管理システム 大雨で冠水した通学路

道路管理システム事業の
早期再開を

問答 問

答

答

問

問

答 問

答問答

鴻巣議会だより11号  08.8.18  10:08 AM  ページ7



問
　
農
業
政
策
で
、
耕
作
放
棄
地

の
活
用
と
地
産
地
消
の
拡
大
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
取
組
み
は
。

答
　
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、

地
権
者
を
調
査
し
今
後
の
意
思
確

認
を
行
い
、
更
に
農
業
委
員
に
よ

る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
と
早
期

発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。
意
欲
あ

る
農
業
者
や
新
規
就
農
者
へ
の
斡

旋
推
進
で
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

農
業
情
報
と
し
て
生
産
履
歴
や
記

帳
管
理
な
ど
市
も
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
は
「
こ
う
の
と
り
伝

説
米
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
品
質
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
地
産
地
消

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

問
　
駅
前
広
場
の
花
い
っ
ぱ
い
運

動
で
高
校
総
体
を
迎
え
た
い
が
。

答
　
吹
上
駅
南
口
広
場
を
中
心
に

「
ふ
き
あ
げ
花
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
づ
く
り
の
会
」
が
発
足
し
、
協

働
に
よ
る
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

8

問
　
杜
の
都
と
い
え
ば
仙
台
市
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ふ
る
さ
と
と
言
え

ば
魚
沼
地
方
等
、
そ
の
地
域
を
限

定
、
あ
る
い
は
想
像
さ
せ
る
特
色

を
持
っ
た
ま
ち
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。「
ひ
な
人
形
と
花
の
ま
ち
」

が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
本
市
に

お
い
て
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ブ

ラ
ン
ド
品
開
発
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
今
後
の
施
策
は
。

答
　
3
商
工
会
の
中
で
、
特
に
鴻

巣
市
商
工
会
で
は
、
平
成
7
年
度

か
ら
5
回
に
わ
た
り
特
産
品
品
評

会
や
ア
イ
デ
ア
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
数
点
が
商

品
化
さ
れ
今
後
に
期
待
す
る
所
で

す
が
、
全
国
規
模
で
知
名
度
を
有

す
る
に
は
、
さ
ら
な
る
工
夫
や
ア

イ
デ
ア
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

鴻
巣
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
期

す
る
為
に
も
、
商
品
開
発
の
支
援

研
究
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

特色あるまちづくり
ブランド品開発を

大　塚　佳　之

問
　
ガ
ソ
リ
ン
の
高
騰
や
高
齢
者

の
増
加
な
ど
で
、
自
転
車
利
用
者

は
増
え
て
き
ま
す
。
歩
道
を
安
心

し
て
歩
け
る
よ
う
自
転
車
と
歩
行

者
の
共
用
道
路
で
は
、
自
転
車
の

走
行
位
置
を
色
分
け
し
て
は
。

答
　
三
谷
橋
大
間
線
や
工
業
団
地

通
線
の
新
設
道
路
に
つ
い
て
、
色

分
け
の
検
討
を
し
て
み
ま
す
。

問
　
駅
前
周
辺
に
は
通
勤
、
通
学
、

買
物
客
に
よ
っ
て
多
く
の
自
転
車

が
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅
前
整

備
に
合
わ
せ
て
対
策
を
。

答
　
駅
前
整
備
の
完
成
に
合
わ
せ

て
監
視
員
を
置
き
、
放
置
自
転
車

を
な
く
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
で
、

車
で
通
勤
し
て
い
る
職
員
の
自
己

負
担
が
増
え
て
い
る
。
通
勤
手
当

の
見
直
し
は
。

答
　
他
市
等
の
動
向
を
見
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

問
　
第
五
次
埼
玉
県
地
域
保
健
医

療
計
画
が
本
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ

く
本
市
に
お
け
る
二
次
救
急
医
療

を
柱
と
し
た
総
合
病
院
の
誘
致
に

つ
い
て
。

答
　
県
は
医
療
圏
域
の
分
割
の
時

期
に
つ
い
て
平
成
22
年
4
月
を
目

途
に
、
基
準
病
床
数
や
圏
域
別
計

画
に
つ
い
て
は
現
在
、
未
定
と
の

こ
と
で
す
。

問
　
現
在
、
小
中
学
校
の
校
舎
や

体
育
館
の
33
棟
が
耐
震
化
未
整
備

と
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
で
は
整

備
完
了
が
平
成
27
年
度
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
計
画
を
圧
縮
で

き
な
い
か
。

答
　
耐
震
化
計
画
の
整
備
期
間
に

つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
金
や
合
併

特
例
債
等
を
活
用
し
、
圧
縮
が
図

れ
る
よ
う
関
係
部
署
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

総合病院の誘致は
校舎等耐震化計画の圧縮を

中　野　　　昭

答

答答

吹上駅前の放置自転車

第2次耐震診断結果が
待たれる大芦小学校

こうのす市のイメージアップを

斎　藤　忠　司

自転車事故対策は
カラー舗装で通行区分を

問答

問答答

問

問問

答

答

問

問

問

耕作放棄地の活用と
地産地消の拡大は

町　田　信　隆

こうのとり伝説米を
ブランド化しよう

隆
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9

問
　
25
億
6
0
0
0
万
円
か
け
て

作
っ
た
駐
車
場
で
す
か
ら
、
も
っ

と
利
用
し
や
す
く
し
て
ほ
し
い
と

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

何
階
の
何
処
に
停
め
た
の
か
わ
か

る
よ
う
に
表
示
を
増
や
す
こ
と
。

答
　
停
め
た
階
数
が
わ
か
る
よ
う

に
色
を
階
毎
に
変
え
て
あ
り
ま
す
。

階
数
標
示
も
増
や
し
ま
し
た
。

問
　
特
に
商
店
が
閉
ま
っ
て
か
ら

駅
へ
の
通
路
が
わ
か
り
に
く
い
の

で
改
善
を
す
る
こ
と
。

答
　
既
に
案
内
板
が
3
箇
所
あ
る

の
で
、
こ
れ
以
上
標
示
物
を
増
や

す
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
手
す
り
を
持
ち
や
す
い
位
置

に
改
善
す
る
こ
と
。

答
　
立
体
駐
車
場
か
ら
、
商
業
棟

3
階
に
つ
な
が
る
通
路
部
分
の
手

摺
り
は
多
少
高
い
位
置
に
つ
い
て

い
ま
す
の
で
、
改
善
が
可
能
か
ど

う
か
調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。

エルミこうのす駐車場の改善を

竹　田　悦　子

問
　
安
心
、
安
全
な
学
校
施
設
の

耐
震
化
を
進
め
る
こ
と
は
、
国
や

自
治
体
の
責
務
で
す
。
本
年
度
の

耐
震
診
断
計
画
と
今
後
の
計
画
は
。

答
　
小
中
学
校
27
校
の
う
ち
、
昭

和
56
年
以
前
建
て
ら
れ
た
施
設
は

小
学
校
校
舎
25
棟
、
体
育
館
15
棟
、

中
学
校
校
舎
14
棟
、
体
育
館
4
棟

の
58
棟
で
旧
耐
震
基
準
の
対
象
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
18
年
度
ま

で
に
全
て
の
施
設
で
第
一
次
診
断

調
査
は
完
了
し
、
二
次
診
断
を
年

次
計
画
で
実
施
し
て
設
計
、
工
事

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年

度
の
調
査
は
、
吹
上
小
校
舎
、
大

芦
小
校
舎
と
体
育
館
、
鴻
中
校
舎

の
4
施
設
。
設
計
は
、
田
間
宮
小

校
舎
、
松
原
小
校
舎
、
吹
上
中
校

舎
の
3
施
設
。
耐
震
補
強
工
事
が

箕
田
小
校
舎
、
北
小
校
舎
の
2
施

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
度
に
は
す
べ
て
完
了
予
定
で
す
。

舩　田　敏　子

問
　
笠
原
コ
ー
ス
新
設
案
「（
12
㎞

約
22
分
）
鴻
巣
駅
〜
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
〜
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
〜

笠
原
公
民
館
〜
上
谷
総
合
公
園
折

り
返
し
」
は
、
八
幡
田
地
域
を
通

り
ま
せ
ん
。
現
在
走
っ
て
い
る
福

祉
送
迎
バ
ス
は
八
幡
田
地
域
を
通

り
済
生
会
病
院
を
経
由
し
て
い
ま

す
。
コ
ー
ス
決
定
に
は
福
祉
送
迎

バ
ス
の
見
直
し
等
も
関
連
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
地
元
企
業
者
の
育

成
の
考
え
と
、
コ
ー
ス
の
最
終
決

定
は
何
月
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答
　
見
直
し
計
画
案
に
対
し
て
の

基
本
的
な
見
直
し
決
定
は
7
月
末

を
予
定
し
、
コ
ー
ス
最
終
決
定
は

21
年
1
月
に
な
り
ま
す
。
地
元
企

業
者
の
育
成
に
関
し
ま
し
て
は
、

運
行
事
業
者
選
定
委
員
会
の
中
で

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
し
て

決
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

星　名　　　悟

問
　
地
球
温
暖
化
を
先
取
り
し
、

県
は
南
国
産
果
実
（
特
に
マ
ン
ゴ

ー
）
を
県
の
特
産
物
に
し
よ
う
と

研
究
を
始
め
た
。
本
市
で
も
梨
、

ブ
ド
ウ
、
花
き
ハ
ウ
ス
栽
培
農
家

等
と
協
議
す
る
考
え
は
。

答
　
気
候
や
土
壌
の
栽
培
環
境
、

採
算
性
も
含
め
県
と
の
連
携
を
図

り
梨
、
ブ
ド
ウ
、
花
き
生
産
者
等

や
花
組
合
に
対
し
て
も
積
極
的
に

情
報
を
提
供
し
、
そ
の
可
能
性
に

つ
い
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
コ
ス
モ
ス
共
同
作
業
所
は
設

立
2
年
で
あ
る
が
す
で
に
5
人
の

障
が
い
者
を
一
般
就
労
に
送
り
出

し
て
い
ま
す
。
あ
し
た
ば
第
一
、

第
二
、
吹
上
太
陽
の
家
各
作
業
所

か
ら
過
去
一
般
就
労
へ
何
人
移
行

し
た
か
伺
い
た
い
。

答
　
あ
し
た
ば
で
3
人
で
す
が
中

途
退
職
、
そ
の
後
は
お
り
ま
せ
ん
。

太
陽
の
家
は
1
人
も
い
ま
せ
ん
。

中　島　　　清

コスモス共同作業所で
作業に励む障がい者

期待されるフラワー号

改善が必要と認めた手すり耐震補強工事前の
箕田小学校教室

校舎の耐震診断計画と
耐震補強工事は

笠原方面のフラワー号
新規路線は

特色ある農業を
就労支援センターの設置を

答

答答

問答

問

答

問

問

問

問問

答

答
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問
　
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

が
、
都
市
計
画
、
農
地
、
森
林
の

土
地
利
用
規
制
に
関
す
る
国
の
権

限
を
都
道
府
県
に
全
面
移
譲
す
る

方
針
を
固
め
た
こ
と
を
問
う
。

答
　
農
地
の
土
地
利
用
規
制
に
つ

い
て
で
す
が
、
農
地
に
つ
い
て
は

農
地
転
用
許
可
制
度
と
農
業
振
興

地
域
制
度
の
2
項
目
を
重
点
事
項

と
し
て
お
り
ま
す
。
農
地
転
用
許

可
制
度
で
は
、
農
地
は
優
良
農
地

の
確
保
と
計
画
的
土
地
利
用
の
推

進
を
図
る
た
め
、
農
地
転
用
許
可

制
度
が
採
ら
れ
、
周
辺
農
地
の
営

農
の
支
障
と
な
る
転
用
や
、
具
体

的
な
転
用
目
的
を
有
し
な
い
投
機

目
的
、
資
産
保
有
目
的
で
の
農
地

の
取
得
は
認
め
な
い
。
現
在
4
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
農
地
転
用
の

許
可
は
国
が
行
い
、
4
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
下
の
農
地
転
用
の
許
可
は
、

都
道
府
県
が
行
い
ま
す
。

加　藤　正　二

問
　
吹
上
中
の
普
通
教
室
棟
は
耐

震
性
が
極
め
て
低
い
こ
と
が
判
明

し
た
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
平
成
19
年
5
月

か
ら
仮
設
校
舎
で
授
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
危
険
構
造

物
は
今
な
お
生
徒
の
そ
ば
で
不
気

味
な
姿
を
さ
ら
し
て
い
ま
す
。
早

期
解
体
を
望
む
が
、
そ
の
時
期
は
。

答
　
現
在
使
用
中
の
プ
レ
ハ
ブ
校

舎
は
5
年
を
経
過
し
ま
す
と
、
国

庫
補
助
金
の
算
定
上
、
普
通
校
舎

と
し
て
算
定
す
る
取
扱
い
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
リ
ー
ス
期
間
を

4
年
8
ケ
月
と
設
定
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
解
体
工
事
及
び
改
築
工

事
等
を
含
め
て
、
よ
り
有
利
な
補

助
金
を
活
用
し
て
、
完
成
ま
で
に

3
年
間
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
逆
算
し
て
平
成
21
年
1
月
か

ら
解
体
工
事
に
着
手
で
き
る
よ
う

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

阿　部　愼　也

問
　
農
道
の
舗
装
整
備
や
用
排
水

路
の
整
備
状
況
は
。

答
　
農
道
の
舗
装
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
・
県
等
の
補
助
を
受

け
ら
れ
ず
、
事
業
費
の
全
額
を
市

の
単
独
費
で
負
担
し
て
お
り
、
現

在
、
舗
装
の
修
繕
や
砂
利
敷
き
等

を
施
し
な
が
ら
農
道
の
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

用
排
水
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
元
か
ら
の
要
望
に
よ
り
県
費
単

独
事
業
や
、
市
単
独
事
業
、
或
い

は
市
か
ら
の
材
料
支
給
に
よ
る
地

元
で
の
協
力
等
で
改
修
し
て
い
ま

す
。平

成
20
年
4
月
1
日
現
在
の
用

排
水
整
備
状
況
で
は
2
割
強
が
土

水
路
で
あ
り
、
今
後
改
修
が
必
要

な
個
所
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
本
年
度
の
維
持
管
理
の
た
め

の
原
材
料
費
の
総
枠
の
予
算
は
。

答
　
1
4
5
0
万
円
で
す
。

小　暮　　　一

整備が待たれる農道

計画的土地利用の推進を解体を待つ吹上中普通教室棟

土地利用規制の方針は吹上中の新校舎建設は
まず旧校舎を壊すこと

農道・用排水路の条件整備を

問答

問答

問答

答

問

 3 日  
 4 日 
 16日 
 18日 
 21日 
 23日 
 24日 
 12日 
 17日 
 22日 
 28日 
 〃   
 3 日 
 5 日 
  　〃   
 6 日 
  12日 
  13日 
 26日 
 27日 
 30日 
 5 日 
 10日 
    13・16・17・18日 
 19日 
 20日 
 26日 

足立北部正副議長会定期総会 
埼玉県市議会第５区議長会総会 
議会だより編集委員会 
埼玉県市議会議長会定期総会 
公明党行政視察研修 
伊奈町日本共産党議員団行政視察研修来庁 
関東市議会議長会定期総会 
公明党行政視察研修 
荒川北縁水防事務組合議会水防演習視察 
埼玉中部環境保全組合議会定例会 
全国市議会議長会定期総会 
埼玉県央広域事務組合議会臨時会 
議会運営委員会 
代表者会議 
全員協議会 
議会だより編集委員会 
代表者会議 
議会運営委員会 
全員協議会 
公明党行政視察研修 
埼玉県市議会第５区議長会役員会 
６月定例会（開会） 
本会議　 
本会議（一般質問） 
文教福祉・まちづくり常任委員会 
政策総務・市民環境常任委員会 
本会議（閉会） 

4
月 

5
月 

6
月 

6
月
定
例
会 
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